
生涯学習自己診断表（薬剤師生涯研修の指標項目）の記載方法等

１．初めに

この生涯学習自己診断表は、全職域にわたる薬剤師を対象とし、受講者が自ら研修す

るべき内容を選択したり、あるいは研修した内容を整理・確認するときの目安として用

い、今後の学習計画の立案の参考とするものです。

したがって、認定申請（新規又は更新）をする場合、それまでの学習状況を整理して、

現状達成度及び今後の自己学習必要度を確認してください。

記入は、すべての項目（全部で26あります）について行ってください。なお、研修内

容の例欄は、項目ごとに主な例を示したものです。

２．記載方法

①業務上必要度（A）欄

この欄には、自分の現在の業務の業務上の必要度を１点～10点で記入します。

業務上最も必要な項目であれば、10点となります。中程度の必要性であれば５又は

６点です。ほぼ必要がない場合は１点になります。

この業務上の必要度は、自分自身で判断して点数を付ければよく、他の人との整合

性をとる必要はありません。

②現状達成度（B）欄

この欄には、現時点での達成度を１点～10点で記入します。

十分に学習していると考える項目であれば、10点となります。なお、これは現時点

での達成度ですし、学習すべき内容は時間の経過とともに変化しますので、現時点で

は10点でも、将来は５点になることもあり得ます。ほとんど学習していなければ１点

になります。

この現状達成度も、自分自身で判断して点数を付けてください。

③自己学習必要度（A－B）欄

(A－B)を計算します（マイナスの値になったときは０とします）。その数値が大きい

ほど、学習が不足していることになります。

この数値によって不足している学習項目とその度合いがわかりますので、それを参

考として次の更新認定申請までに重点を置くべき研修内容を決めてください。

３．提出

①上部の該当欄に、氏名、提出日、勤務先分類（次の数字を記入。１：病院、２：薬局、

３：製薬企業、４：その他）及び自宅住所のうちの都道府県名を記載してください。

②記載した用紙は、認定申請書や研修手帳とともに提出してください。提出しなかった

場合は、認定審査を保留します。この場合、当初から提出した場合に比べて認定まで

の日数が多くかかります。忘れずに提出してください。最終的に提出されなければ、

認定は行いません。

③研修手帳は認定証とともに返却しますが、この用紙は返却しません。提出に当たって

は控えを残してください。返却の申し出や写しの交付には応じられません。


